
その他の商業－その他における転倒災害の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労働

者規

模

1
18～

19

会社の駐車場で、帰宅するため自家用車に乗ろうとして車と車の間が雪で氷り盛

り上がった部分で滑り、転倒した。
54 ―

1
16～

17

積雪がある場所にある、自動販売機補充を完了し、隣接する空缶入れを回収に向

かう際、路面の雪（氷）に足を取られ転倒し、足首を捻った。
31 ―

1
9～

10

各家庭に牛乳を配達時、雪が積もっていて、（その下が凍っていた）足をすべら

せ転倒し、右足首を2ヶ所骨折し、右足関節外果骨折・右足関節後果骨折を負っ

た。

60 1～9

2 8~9
当事業所内の除雪作業時に、スコップを取りに行くためにヤード内を移動中に足

が滑り尻もち転倒し、転倒後立ち上がる際に右足を捻り受傷した。
49

10～

29

2 6~7
自社事務所前で凍結した地面に足を滑らせ、転倒を回避しようとして足首をひね

り右足首を骨折した。
49 1～9

2 21~22

屋上巡回作業中、照明等不点灯の為懐中電灯を持って巡回時、何か影の様な物が

動き確認の為、移動時に車止めに足を引っ掛けて転びコンクリート面に右膝を強

打する。

64
50～

99

3 9~10 5階踊り場及び階段の清掃作業中、足を踏み外し転倒し、右手をつき負傷した。 68
10～

29

3 11~12 店内を移動する際、靴が濡れており転倒し、床に手をつき負傷した。 60 1～9

3 15~16
事務所内でドアを開けて段差を降りるとき、つまずき転倒し、右足小指のつけ根

を負傷した。
53

30～

49

3 12~13

トラック荷降ろしのためにクレーンへ移動していたところ、トラック運転手と話

ながら歩いていて足元への注意が疎かになっており、モータープール出入口の 60
10～



チェーンに足が引っ掛かって前方に転倒し負傷した。
29

3 16~17

支店内の工場の洗車場で油圧ショベルの洗車中、油圧ショベルの履帯（クロー

ラ）部分で足を滑らせたため左足を履帯部分に巻き込み、左足の親指・人差し

指・中指を切断した。

37
10～

29

3 21~22
本社3Fから外階段で下に降りようとした際、外階段前のポーチ床が雨で濡れてい

て滑り、足を取られ右膝を床についてしまい、痛みが出て歩けなくなった。
74 1～9

3 16~17
床ワックスの剥離作業時に薬剤で足を滑らせてしまい、後方に転倒し、頭・首・

背中・腰・手首を強打し打撲した。
46

300

～

499

4
15～

16

勤務先の駐車場清掃の際に坂道になっている所で段差につまずき転倒し、顔面と

ひざを強打した。
60

30～

49

4
13～

14

運転してきた車両を会社の駐車場に駐車し、車から降りて駐車場の中を歩いてい

たときに石の上に足が乗りくじいてしまい、左脚第5中足骨付近を捻挫した。
32

10～

29

4
10～

11

駐車場にて、顧客から預かった資料を車の後部座席から降ろしていた。 車のドア

を閉めたところ足がもつれ、バランスをくずし、後方に腰から転倒し、地面に強

打した際、腰椎破裂骨折した。

56 1～9

4
15～

16

勤務するマンションにて、石垣上の花壇内を除草中、花壇の段からおりようとし

た際に左足が段の角に引っ掛かり負傷した。
58

50～

99

4
11～

12

当社資材置場において仮設材料を積み込み中、トラックの荷台でバランスを崩

し、材料を持ったまま材料の上に左膝をついた。
43

10～

29

5
14～

15

建築現場にガラス入りのサッシを運搬している作業中、約40㎝段差のある玄関で

置いてある資材類を避けながら後ろ向きで進んでいる時に躓いて右足首を捻じり

ながら転倒し、右足首を打撲・捻挫する。

51
10～

29

5
13～

14

弊社ホール駐車場出入り口において、火葬場より帰館される予定のお客様を待機

中に、後退りした時、後方の植え込みの段差に足を取られ転倒し、右腕を負傷し

た。

34
10～

29



5
10～

11

料理を並べるきめ箱を6F厨房に運ぶために5F倉庫にて準備をしていた。 きめ箱を

運ぶためにキャスターにきめ箱を載せようとしてキャスターを跨いだが、跨ぎき

れず、キャスターに足が乗っかってしまった。 その時にキャスターが動いてしま

い、バランスを崩し、右腕を下に転倒した。

58
30～

49

5
17～

18

ご提案先である当社管理のマンションでの仕事を終え、直帰する為に構内の下り

階段を下りている途中躓き転倒し、左踵骨を骨折した。
55

1000

～

9999

5
17～

18

路上を歩行中に、背後から自動車が迫ってきたところを路肩へ避けようとした時

に道路と建物の敷地の境界の段差に足を躓き、左半身から路面に向かって転倒

し、胸から下、足に至るまでを強打した。

32 1～9

5
14～

15

2階食堂ホール内で、食材・備品の検品の時、お客様用の椅子に足を引っ掛けて

転倒し、左足首を骨折した。
65 1～9

5
9～

10

ゴミ庫清掃を行おうとしたところ、ドアの敷居に躓きゴミ庫床のタイルに右膝か

ら落ちて倒れ、右膝を縦に骨折した。
64

30～

49

5
10～

11

駅前広場を歩いている時に、左手で大型スーツケースを引き、右手に傘と手荷物

を持った状態で、左踵が自らのスーツケースにぶつかってしまい、左膝から転倒

して左膝を強打した。

63
10～

29

6
10～

11

被災者は会社主催の運動会において、見本として走ったところ、足がもつれて転

倒し、その際に右膝から着地してしまい、膝の皿の骨を折ったものである。
56

10～

29

6
9～

10

南西斜面を仮払機を使用して芝刈り作業中、斜面を横に移動しようとした際、左

足が滑り、左側から後ろ向きに尻もちをつきながら転倒し、状態を庇おうと無意

識に出た左手で無理に体重を支えてしまい、左肩を負傷した。

64
50～

99

6
14～

15

会社事務所内において事務作業中、資料を取りに移動する際、電話線に足がから

まり転倒した。 転倒した際、右手を床について体を支えようとして、右肩に体重

がかかり負傷した。

54
30～

49

7 17~18 業務中、バランスを崩し、転倒。 29
10～

29



7 16~17
お客様の自宅玄関脇にて、空調機点検時、段差を踏み外し転倒。 左足小指のつけ

根を亀裂骨折した。
27 1～9

7 15~16
給食調理室内にて、調理盛付作業中、台車に足をつまずき転倒。 自力で休憩室ま

で移動したが状況が好転しなかった。入院した。
72

300

～

499

7 9~10

出勤時（タイムカード打刻後）、仕事に入る準備中、当直人のベッドの足でつま

ずき左足膝を打撲、少し切れた状態となり、昼頃までに大きく腫れた。 痛みがひ

どいため、昼過ぎに退勤をした。

67 1～9

7 11~12

当社倉庫前の水場に於いてタオル洗い作業が終わりバケツの水をこぼす際、水が

かからないよう様に後退りをした時後方にあった別のバケツに気付かず転倒し咄

嗟に右手をつき右手首を負傷した。

51

300

～

499

7 10~11
お客様出発お見送り後、営業所へ入る際、営業所入口にある段差（高さ約32cm、

幅90cm）に躓き左足を骨折した。
50

10～

29

7 14~15
商品部の加工課で刺繍後の製品を移動中によろけて移動ハンガーに倒れ掛かり、

移動ハンガーの根元で腕を打ちつけた。
49

300

～

499

7
15～

16

事業場において、ブラケットを置き場に片付け作業中に、置き場に積み上げるブ

ラケットを足元に置いて作業をしていたところ、足の置場をなくし、移動した際

にブラケットに足をのせてしまい、身体のバランスを崩して転倒し受傷した。

26 1～9

7
18～

19

勤務している高校の格技場（武道館）の室内施錠確認後、玄関で靴を履く際、プ

ラスチック製のスノコで足を滑らせ転倒し、右足首を捻った。
73

100

～

299

9
20～

21

陸上競技場で開かれた秋季長距離記録会の取材を終えて、競技用トラックから外

周に出る際、20cmほどの段差があることに暗くて気が付かず、踏み外して転倒し

た。

34 1～9

9
19～

20

当日、会館内において通夜料理の配膳中、不足があったので厨房へ取りに行く途

中、通路が濡れていた為足を滑らせ転倒したものである。
58 1～9



9
11～

12

防災センターから、ビル周辺を巡回して事務所に戻る途中、現場の階段で転倒し

た。
64

500

～

999

9
10～

11

雨天時、商品の搬入をしていたところ、鉄板でできている溝蓋の上で足を滑らせ

転倒し、肘をぶつけた。
48

30～

49

9
9～

10

営業所メンテ棟洗浄室横において、テナー（カゴ台車108×80×170cm）の棚板

を取り外そうとして力を入れて引っ張った際に、体重がかかりすぎ後方に転倒

し、左肘と腰をコンクリートの床に強打し負傷したものである。

64
10～

29

9
13～

14

事務所から裏の商品を置いている所に向かう通路において、お客様の返品のあっ

た商品（左手に袋、右手に商品）を棚に持って行く途中、いつもより斜めに置か

れていた脚立にいつもより前にせり出して置かれていたゴミポリバケツの間を通

る時に、脚立の土台に足をひっかけてしまい転倒し右肩、右胸、右ひじ、左ひざ

を打撲、左手親指、つめなどを負傷した。

59
10～

29

9
10～

11

店の外を掃除していて、ごみを拾うために前屈みになったところ、バランスを崩

し、前のめりで倒れました、その際右手を地面に突き骨折した。
57

50～

99

9 8～9
酪農場で、8㎡の鉄製の荷箱に入っているシートを取り出そうとした時に転倒し

て、左手首を骨折した。
62

10～

29

10 8～9

当日、事務所周りの掃除中、入口付近に落ちていたゴミを拾おうとしたとき、足

もとにあった板門標用土台（高さ30cm、重さ30kg）に躓き転倒、その際、左肩

を強打し脱臼したものである。

63
10～

29

10
15～

16

事務所でコピーをした時、足元に通常は無いビニールが置いてあり、その上に

乗ってしまい、尻もちをついた時、両手で支えようとして、床についた右手と商

品の上についた左手が滑って足首と膝を捻った。

51 1～9

10
11～

12

レンタカーの返却をしに行った際、アスファルトの駐車場内を小走りで移動した

ところ、雨が降っていたため滑ってしまい、左膝を地面に打ちつけた。
53 1～9

10
15～

16

冷蔵庫の内階段二階あげ作業中、階段に足が滑り落ちた。 エアコン外機を2階の

ベランダに持っていく途中、入り口の段差に足をつまずき左足を負傷。
55

10～

29



11
14～

15

介護施設の和室にて、袋入りの皿を片付けようと小上がりを上がろうとした。 手

摺りを握り、右足を小上がりに上げ、左手に力を入れようとした際、手摺り支柱

のガタツキ及び右足の滑りにより、右側方向に回転しながら倒れ込み、両手を受

傷し、前差し歯を破損した。

64
50～

99

11
13～

14
店内で脚立を使用している時、登ったところから落下した。 49

100

～

299

11
17～

18

事務所内の片付け中、支局西側の外付階段の蛍光灯を換えるため脚立を使用して

いる作業中、バランスを崩して転倒した。 階段から落ち頭部を強打した。 本人は

支局2階に居住している。 頭痛と微熱が続き、後日119番し、病院に搬送された。

52 1～9

11
18～

19

駅前駐車場にて、顧客を迎えるため、車を移動しようとした時、夜で街灯がなく

足元が暗かったため、隆起した地面に躓き、転倒して顔面擦過、強打及び両手を

つき負傷した。

55 1～9

12 9~10

朝、事務所裏玄関内を歩いていた所、敷いてある玄関マットに左足がつまずき、

前のめりになり転倒した。 右足を打ち、腫れあがり、痛みがあるため受診したと

ころ、骨折していた。

44 1～9

12 8~9
レンタカーのドアを閉めた時に、駐車場の路面が凍結していたことにより、ドア

を閉めた動作に伴い滑って転倒し、左前腕を骨折した。
46

100

～

299

12 20~21

夕刊の新聞配達員として自転車で配達をしているが、当日は降雪により道路状況

が悪いことと、風もあり自転車に乗ったり引いたりをしたため、配達作業も時間

が大幅に遅れていた。 配達区域内の店舗前で自転車に乗っていたところ、強風に

あおられて自転車に乗ったまま転んで負傷した。

78
50～

99

12 18~19
配本業務のため客先を訪問した際、スタンド内の凍結した路面に足を滑らせ転倒

したもの。
37

30～

49

12 11~12
家族控室前で、タオルを運んでいる最中、足元が見えにくかったため、段差に躓

き転倒した。
67

100

～



299

12 18~19

1階倉庫に5寸骨壺を取りに行き、3階の式場に戻ろうとしたところ、足元右横に

黒い布で覆われていた車椅子のレバーと思われる突起物に躓いた。 その際、両手

は骨壺でふさがっていおり、コンクリートの地面に膝から正面に転んだ。

60
10～

29

12 14~15

パチンコ店屋上で、アドバルーンを掲揚する作業を行っているとき、風が強かっ

たのでバランスを崩して転倒した。 その際、右手から先に地面についたため、右

手首を負傷した。

62 1～9

12 18~19

当社敷地内において、機械洗車機にて、レンタルして返却された重機の洗車作業

が終わり、洗車場のポンプの水抜きをするために、栓を閉めに行こうとしたとこ

ろ、貯水槽の枠から足を踏み外し、水の中に落下した際、洗車機を載せてある鉄

板の縁に右脇腹を強打した。

53
30～

49

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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